
 

 

 

「東日本大震災」に伴う豊岡市の対応 

 

 ３月11日（金）に発生した「東日本大震災」を受け、市では、迅速な被災地支援を実施す

るため、被災地支援検討会議（現在までに７回開催）を設置した。 

この会議での協議により、宮城県大崎市や美里町などへの職員派遣や物資支援を行うとと

もに、原発事故の影響による福島県相馬市への物資支援を行うなど、現在までに、市独自の

支援対策を進めてきた。 

また、消防についても、緊急消防援助隊として、宮城県南三陸町をはじめ山元町などで捜

索活動等の任務に従事している。 

その他、義援金の募集や市営住宅等への被災者の受入支援も行っている。 

 今後は、兵庫県（関西広域連合）の要請に基づき、宮城県南三陸町を中心に人的・物的支

援の対応を行うとともに、一時遠隔避難所の設置についても検討を進める。 

 

 

１ 今日までの活動状況  

別紙資料「支援対応状況１･２」参照 

 

２ 今日までの活動内容  

別紙資料「支援活動の様子」参照 

 

（１）人的支援 

【職員の派遣期間（４月５日現在）】 

№ 支援内容 派遣 派遣期間 人×日＝ 延べ人数 

１ 廃棄物処理支援 第１陣 ３/17～３/24 ８×８ 64 

第２陣 ３/22～３/29 ８×８ 64 

２ 給水支援 第１陣 ３/14～３/20 ３×７ 21 

３/21～３/23 ２×３ ６ 

第２陣 ３/21～３/29 ２×９ 18 

３ 物資支援 第１陣 ３/16～３/18 ２×３ ６ 

第２陣 ３/19～３/21 ２×３ ６ 

第３陣 ３/24～３/26 ３×３ ９ 

第４陣 ３/27～３/29 ６×３ 18 

４ 保健衛生支援 第１陣 ３/18～３/24 ６×７ 42 

第２陣 
３/22～３/26 ２×５ 10 

３/22～３/27 ４×６ 24 

５ 緊急消防援助隊 第１陣 ３/11～３/16 ８×６ 48 

第２陣 ３/14～３/20 ８×７ 56 

第３陣 ３/18～３/24 ８×７ 56 

第４陣 ３/22～３/28 ８×７ 56 

第５陣 ３/26～４/１ ５×７ 35 

第６陣 ３/30～４/５ ３×７ 21 

延べ派遣人員（移動日含む） 560 

 

資料 ６ 



 

 

 

 

（２）物的支援 

 

№ 提供先自治体 提供元 提供支援物資 

１ 宮城県大崎市 市 軽油3000ℓ、自転車10台、大人用紙おむつ885枚、

子供用紙おむつ1742枚、離乳食160食、粉ﾐﾙｸ69

缶、ﾍﾙﾒｯﾄ50個、18ℓﾎ゚ﾘﾀﾝｸ51個、軍手398組、

雨具 111組、ﾀｵﾙ136枚、生理用品 109ﾊ゚ｯｸ、缶

詰48缶、ﾍ゚ｯﾄﾎ゙ﾄﾙ水60ℓ 

市民・ 

団体等 

粉ﾐﾙｸ136缶、缶詰1266缶、単一乾電池744本、

ﾏｽｸ4000枚 

２ 宮城県美里町 市 灯油4000ℓ、自転車10台、大人用紙おむつ395枚、

子供用紙おむつ 600枚、離乳食 39食、粉ﾐﾙｸ16

缶、18ℓﾎ゚ﾘﾀﾝｸ4個、生理用品19ﾊ゚ｯｸ、ﾍ゚ｯﾄﾎ゙ﾄﾙ

水2400ℓ、パン3000食、ﾏｽｸ10000枚、哺乳瓶23

本、ﾄｲﾚｯﾄﾍ゚ ﾊー゚ 9ー60個、ｳｪｯﾄﾃｨｯｼｭ113個、消毒

液50個 

３ 茨城県笠間市 市 ﾌ゙ﾙーｼーﾄ100枚 

４ 福島県相馬市 市 米5ｔ 

市民・ 

団体等 

ﾍ゚ｯﾄﾎ゙ﾄﾙ水2486ℓ、缶詰2265缶、ｶｯﾌ゚麺2625個、

ﾚﾄﾙﾄ食品795個、ﾊﾌ゙ﾗｼ10934本、ﾘｭｯｸｻｯｸ等4542

個、ﾀｵﾙ23974枚、ﾊ゙ｽﾀｵﾙ559枚、ｳｪｽ4500枚、

紙おむつ2657枚、ﾄｲﾚｯﾄﾍ゚ ﾊー゚ 1ー44個、発芽玄米

0.6ﾄﾝ、ﾏｽｸ34000枚 

５ 新潟県三条市 市民・ 

団体等 

手提げかばん38個、ﾘｭｯｸｻｯｸ50個、ﾗﾝﾄ゙ｾﾙ38個 

 

 

（３）その他の支援 

   ○市内小学校児童からの応援メッセージ 

    ・宮城県美里町  豊岡小・弘道小学校 

    ・ 〃 大崎市  中筋小・八代小・竹野小学校 

    ・福島県相馬市  港東小・合橋小学校 

   ○中貝市長からの応援・お祝いメッセージ 

    ・新潟県三条市  避難されている小・中・高校生へ（卒業・新級） 

       〃        〃           （入学・新級） 

 



 

 

３ 今後の活動内容  

 

（１）当面の支援業務並びに派遣期間等 
 

№ 支援業務 派遣期間 職員数 使用車両 

１ 
行政事務全般業務 

（関西広域連合としての活動） 

４月８日発～17 日帰 

（第４次派遣） 
２人 

軽トラック、エスティマ 

２ 
物資の仕分け及び配送 

（豊岡市独自の活動） 
同  上 ４人 

合   計 ６人 車両２台 

 
  ※ 物資の仕分け及び配送を行う職員が、併せて被災地のニーズ調査を行い、今後の豊岡市

の支援活動の参考とする。 
 
（２）当面の支援先 

    行政事務全般（県派遣） ⇒ 関西広域連合の指定先（南三陸町） 

    物資の仕分け及び配送  ⇒ 支援物資の集積場所である登米市「鱒渕小学校」を拠点

として、気仙沼市、南三陸町、女川町
おながわちょう

等 

 

（３）支援先の状況（鱒
ます

渕
ぶち

小学校） 

   ① 登米市「鱒渕小学校」は、南三陸町、気仙沼市、女川町等の物資支援の拠点となって

いるが、支援物資は届いているものの仕分けする人員と車両が不足している。 
   ② 現在、50 名のボランティアと 10 台の軽トラックがフル稼働しているが、これでも不

足しており、11日の週からは春休みが終わるため人員が更に減少する。 
   ③ 南三陸町には、50人以下の孤立集落が沢山あり、中には未だ支援物資が届いていない

所も数多くある。物資はあるが運べないもどかしさがある。 
   ④ 今、鱒渕小学校に必要なものは、物資を仕分けする人員と配送するための軽トラック

（幌付）である。また、被災者を風呂まで運搬するミニバンも足りない。 

 

 

 

 

                   〔問合せ〕豊岡市総務部防災課TEL 0796-23-1111 
 


